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提出日：２０２２年２月１１日 

公益財団法人 海外子女教育振興財団 

AG５事務局 様 

 

2021 年度 AG５報告書 

１．報告者 

（１）学校名 リオデジャネイロ日本人学校 

（２）氏名 校長：渡辺 稔    研究主任：吉村正浩 

２．実施体制 

本校：校長―研究主任―教員 （サンパウロ日本人学校と連携した） 

３．テーマ 

ICTを活用した遠隔での教育の質向上のためのプログラム開発 

４．目的と概要 

目的： ICT を活用した遠隔合同研修会・遠隔授業を通して、教育の質を向上させるためのテー

マ設定・研修方法・ICT の効果的活用法を開発する。 

 

 2019年度より、文部科学省の AG５（高度グローバル人材育成拠点事業）の研究委託を海外子

女教育振興財団より受け、研究テーマ「ICT を活用した遠隔での教育の質向上のためのプログ

ラム開発」に３年間取り組んだ。本年度は、３年目の最終年度である。 

 

＜概要＞ 

研究主題：「多様性を受け入れ、柔軟で豊かなコミュニーケーション力をもち、協働できる子

どもの育成」（「高度グローバル人材の育成」をめざし、研究連携協力校であるサンパウロ

日本人学校と話し合って令和２年度に決定し、研究実践を進めた。） 

 

実践内容： 2019年度からの２年間の研究実践を活かし、本年度は、遠隔教育（遠隔授業、遠

隔研修）に関する研究実践を進めるとともに、その成果を AG５事務局や研究チームと協力し

て、まとめ、公表できるようにしてきた。 

具体的には、研究連携協力校のサンパウロ日本人学校と低学年部会、高学年部会、中学校

部会で話し合い、遠隔合同授業を進め、研究授業を行った。また、本校では、普段の授業や

学校行事、他の学校との交流などに ICT を活用した遠隔教育を実施した。これらの実践を通

して、課題を発見し、話し合い、解決法を考え、工夫や改善をしてきた。 

 

成果と課題： 

・子どもたちが、相手の違いを認め、多様性を受け入れ、コミュニケーションをとりなが

ら、一緒に活動する体験をしたことで、遠隔授業以外でも相手意識をもって行動できるよ

うになってきた。ICT 活用能力も向上した。 

・ICT を活用した遠隔教育環境を整備し、遠隔教育に関するノウハウを蓄積し、他の学校でも

活用できるように公表することができた。 

 

展望：３年間の研究実践の成果を活かし、サンパウロ日本人学校等との遠隔教育を日常的に続

けていく。さらに、遠隔授業やそれ以外でも、ICT を活用して教育の質を高めるとともに、

多様性を認め合い、学校内外の人との柔軟で豊かなコミュニケーションや協働する機会を多

くすることで、高度グローバル人材育成を目指していきたい。 
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＜研究の目的＞ 

 この AG５(高度グローバル人材育成拠点事業)のテーマ「ICT を活用した遠隔での教育の質向

上のためのプログラム開発」には、2019年度より、サンホセ日本人学校（コスタリカ）とアグ

アスカリエンテス日本人学校（メキシコ）、サンパウロ日本人学校（ブラジル）とリオデジャ

ネイロ日本人学校（ブラジル）がそれぞれ連携協力校となり、４校で協力し、AG５事務局と研

究チームのサポートを受けながら、３年間取り組んだ。 

 
 

 

 
 

 この研究の目的は、日本人学校の質を高めるために、他の日本人学校と協力して、遠隔での

教員研修や合同授業を行い、教員の質の向上、児童生徒の多様な人とのつながりを実現するた

めの実践から、課題を見つけ、改善を図り、その成果を他校でもできるプログラム開発をする

ことである。 
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 そのために、研究の最終年度、３年目の今年度は、「ICT 環境整備」「遠隔授業や遠隔研修

の内容や方法」「具体例」を情報共有し、公表することに重点をおいた。 

 
＜研究の背景＞ 

 

 
 この研究の背景としては、「日本人学校の２つの役割」「複数の日本人学校が連携協力する

こと」「遠隔でのコミュニケーションの重要性」が挙げられる。 

 日本人学校は、２つの大きな役割をもっている。「海外での日本型教育」を実施する教育機

関であり、日本で受けてきた教育を引き継ぐことや海外から日本にスムーズに戻るためと日本

人として生きる力を育むために、海外でも日本と同じ内容や質の教育をすることが１つの役割

である。そして、２つ目の役割である「高度グローバル人材の育成」が、より求められるよう

になってきた。海外にあり、多様で豊かな自然、文化や社会の中にあるということや児童生徒

や保護者も多様であるということを活かして、世界で活躍する人材の育成が期待されている。 
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 次に、「複数の日本人学校が連携協力」する必要性である。１つの日本人学校でも工夫され

た豊かな教育が行われているが、他の日本人学校と連携協力することで、より多様性を認め合

い、協働する体験ができ、豊かな学びが期待される。 

 そして、ICT を活用した「遠隔でのコミュニケーション」をすることで、ICT 活用能力やグロ

ーバルに活躍する力を高めることにつながると考えられる。 
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＜サンパウロ日本人学校・リオデジャネイロ日本人学校 合同研究主題＞ 

 

 
 

研究主題：「多様性を受け入れ、柔軟で豊かなコミュニーケーション力をもち、協働できる子

どもの育成」 

 

 ＊「高度グローバル人材の育成」をめざし、サンパウロ日本人学校と話し合って令和２

年度にこの研究主題を決定した。 

 

サンパウロ日本人学校は、本校と同じブラジルにあり、時差はなく、約５００km離れ、学

校やその周りの様子等に大きな違いがある。 

 

    この２つの学校の特性を活かしながら、連携協力して、研究を進めてきた。 
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５．今年度実施した取組み 

 

4月 8日 新派遣教員顔合わせ（オンライン） 
     職員会議・オリエンテーション、研修会（オンライン） 

4月 9日 学校紹介、職員会議（オンライン） 
4月 12日 着任式、始業式、入学式（オンライン） 

月 13日 ハイブリッド授業開始（対面授業とオンライン授業）開始 
     運営委員会（オンライン） 

4月 14日 リオデジャネイロ日本語モデル校交流準備(一部オンライン、総合的な学習の間) 
5月        職員研修（オンライン、本校研究について） 

4月 21日 絵しりとり体験（オンライン、総合的な学習の時間） 
4月 23日 11:00〜12:00 AG５ ４校合同研修会 

4月 23日 15:45〜16:45 SP•RJ合同研修会 
(＊以下、サンパウロ日本人学校を「SP」,リオデジャネイロ日本人学校を「RJ」

と略記する) 
4月 27日 PTA総会、子弟教育会総会（オンライン） 

4月 28日 リオデジャネイロ日本語モデル校交流の自己紹介カード作成(総合的な学習の時間) 
 

5月 4日 リオデジャネイロ日本語モデル校交流の自己紹介カードをポルトガル語で作成（総 
5月 4日 合的な学習の時間） 

     運営委員会（オンライン） 
5月 5日 リオデジャネイロ日本語モデル校交流の自己紹介カードをポルトガル語で練習（ポ 

ルトガル語の授業） 
5月  6日 リオデジャネイロ日本語モデル校交流の自己紹介をポルトガル語で練習(朝の活動) 

5月 7日 リオデジャネイロ日本語モデル校交流のオンライン・クイズ練習(朝の活動の時間) 
5 月 10日 PTA代表委員会、個人懇談（オンライン） 

5 月 11日  リオデジャネイロ日本語モデル校交流のオンライン・クイズ練習(朝の活動の時間) 
5 月 12日 リオデジャネイロ日本語モデル校交流リハーサル 

      教員で、リオデジャネイロ日本語モデル校準備として、オンライン掲示板(Padlet) 
5 月 12日 研修 

5 月 13日 リオデジャネイロ日本語モデル校交流練習 
5 月 14日 リオデジャネイロ日本語モデル校交流準備 

5 月 15日 リオデジャネイロ日本語モデル校交流会（オンライン）約 60名４グループ 
5 月 21日 11:00〜12:00 AG５ ４校合同研修会 

5 月 26日 SP•RJ「サンパウロ調べ」（低学年部会合同授業 総合的な学習の時間） 
5 月 26日 SP•RJ「ブラジルと日本の架け橋になろう」（中学校部会合同授業 総合的な学習 

5 月 26日 の時間） 
 

6月 1日 運営委員会（オンライン） 
6月 2日 SP•RJ「サンパウロ調べ」（低学年部会合同授業 総合的な学習の時間） 

6月 2日 SP•RJ「ブラジルと日本の架け橋になろう」（中学校部会合同授業 総合的な学習     
6月 2日  の時間） 

6月 4日 SP•RJ低学年部会合同会議 
6月 8日 PTA代表委員会(オンライン) 

6月 9日 SP•RJ「サンパウロ調べ」（低学年部会合同授業 総合的な学習の時間） 
6月 9日 SP•RJ「ブラジルと日本の架け橋になろう」（中学校部会合同授業 総合的な学習 

6月  9日 の時間） 
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6月 11日 SP•RJ低学年部会合同会議 

16日 SP•RJ高学年部会合同会議、SP•RJ中学校部会合同会議 

    26日 SP•RJ「サンパウロ調べ」（低学年部会合同授業 総合的な学習の時間） 

    26日 SP•RJ「ブラジルと日本の架け橋になろう」（中学校部会合同授業 総合的な学習 

    26日 の時間） 

   18日 11:00〜12:00 AG５ ４校合同研修会 

  23日 SP•RJ高学年部会合同会議 

  28日 一時帰国授業とオンライン授業（ハイブリッド授業）開始 

    26日 SP•RJ低学年部会合同会議 

  29日 SP•RJ「オリンピック」（中学校部会合同授業 体育理論） 

 

7月 11日 SP•RJ合同授業（小５合同授業）、SP•RJ低学年部会接続テスト 

   2日 インターネット業者と WiFi速度改善について相談 

   6日 運営委員会（オンライン） 

    26日 SP•RJ「オリンピック」（中学校部会合同授業 体育理論）講師招聘 

    26日 インターネット業者と WiFi速度改善について相談 

     8日 SP•RJ「ほかの町に住む友だち」低学年部会研究授業 

  12日 AG５ヒアリング 

  13日 PTA代表委員会(オンライン) 

    26日 SP•RJ「オリンピック」（中学校部会合同授業 体育理論） 

    26日 インターネット業者と WiFi速度改善について相談 

  14日 リオタイム中間発表会①（校内 総合的な学習の時間） 

  15日 職員室にインターネット回線を増設完了 

  16日 11:00〜12:00 AG５ ４校合同研修会 

SP•RJ高学年部会合同会議 

  21日 リオタイム中間発表会②（校内 総合的な学習の時間） 

 

8月 14日 校内 LAN配線、アクセスポイント設置工事① 

   5日 校内 LAN配線、アクセスポイント設置工事② 

   6日 校内 LAN配線、アクセスポイント設置工事③  

  10日 運営委員会（オンライン） 

  11日 校内研修（７月８日低学年部会研究授業について） 

  12日 SP•RJ「オリンピック」（中学校部会合同授業 体育理論） 

    26日 SP•RJ 保健（中学校部会合同授業 体育） 

  13日 情報モラル指導（全校児童生徒） 

  17日 SP•RJ「オリンピック」（中学校部会合同授業 体育理論）講師招聘 

  18日 校内 LAN業者設定 

  19日 SP•RJ（高学年部会合同授業 小学５年 道徳） 

  20日 リオデジャネイロ日本人学校ＯＧ•ＯＢとの交流会(小学５年総合的な学習の時間) 

  20日 11:00〜12:00 AG５ ４校合同研修会 

８月 23日 SP•RJ（高学年部会合同授業 小学５年 国語） 

  23日 SP•RJ高学年部会合同会議 

  24日 PTA代表委員会（オンライン）、SP•RJ中学校部会合同会議 

  25日 15:35〜15:55 SP•RJ合同研修会（低学年部会研究授業について、今後の研究につ 

   25日 いて） 
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9月 11日 運営委員会（オンライン） 
  25日 SP•RJ「ブラジルを好きになる、もっと好きになる～ブラジルのよさをみんなに伝

9月 11日 えよう～」(＊以下「サンバ」）（高学年部会合同授業 総合的な学習の時間） 
   2日 リオデジャネイロ連邦大学交流接続テスト 

9月 11日 SP•RJ「ブラジルと日本の架け橋になろう」（中学校部会合同授業 総合的な学習   
2日 の時間） 

   3日 創立 50周年記念ビデオ「50年のあゆみ」「校歌合唱ビデオ」youtube限定公開 
   6日 教員が自宅からオンライン授業（小３国語、中１家庭） 

   8日 SP•RJ「サンバ」（高学年部会合同授業 総合的な学習の時間） 
   2日 SP•RJ「ブラジルと日本の架け橋になろう」（中学校部会合同授業 総合的な学習   

2日 の時間） 
  10日 SP•RJ「サンバ」（高学年部会合同授業 総合的な学習の時間） 

   2日  SP•RJ「ブラジルと日本の架け橋になろう」（中学校部会合同授業 総合的な学習   
2日 の時間） 

13日 SP•RJ「ブラジルと日本の架け橋になろう」（中学校部会合同授業 総合的な学習   
2日 の時間） 

 14日 PTA代表委員会（オンライン） 
 15日 SP•RJ「サンバ」（高学年部会合同授業 総合的な学習の時間） 

   2日 SP•RJ高学年部会合同会議 
 16日 リオデジャネイロ連邦大学交流リハーサル 

9月 11日 SP•RJ「ブラジルと日本の架け橋になろう」個人中間発表１回目（中学校部会合同   
2日 研究授業 総合的な学習の時間） 

 17日 11:00〜12:00 AG５ ４校合同研修会 
 20日 リオデジャネイロ連邦大学交流会 

9月 11日 SP•RJ「ブラジルと日本の架け橋になろう」（中学校部会合同授業 総合的な学習
9月 11日  の時間） 

  24日 PTA代表委員会（オンライン） 
9月 11日  SP•RJ「サンバ」（高学年部会合同授業 総合的な学習の時間） 

  27日 SP•RJ「サンバ」（高学年部会合同授業 総合的な学習の時間） 
9月 11日  校内研修（中学校部会研究授業ふりかえり、高学年部会研究授業指導案検討） 

 28日 教員が自宅からオンライン授業（英会話） 
 29日 SP•RJ「サンバ」（高学年部会合同授業 総合的な学習の時間） 

 30日 SP•RJ「サンバ」（高学年部会合同授業 総合的な学習の時間）講師招聘 
 

10月 11日 運営委員会（オンライン） 
10月 4日 SP•RJ「ブラジルを好きになる、もっと好きになる～ブラジルのよさをみんなに伝 

9月 11日 えよう～」（高学年部会合同研究授業 総合的な学習の時間） 
5日 教員が自宅からオンライン授業（英会話） 

    6日 SP•RJ「サンバ」（高学年部会合同授業 総合的な学習の時間） 
10月 11日 SP•RJ「ブラジルと日本の架け橋になろう」（中学校部会合同授業 総合的な学習

10月 11日 の時間） 
10月 11日 教員が自宅からオンライン授業（英会話） 

10月 17日 PTA代表委員会（オンライン） 
10月 11日 SP•RJ「サンバ」（高学年部会合同授業 総合的な学習の時間） 

10月 11日 SP•RJ「ブラジルと日本の架け橋になろう」（中学校部会合同授業 総合的な学習
10月 11日 の時間） 

10月 11日 教員が自宅からオンライン授業（英会話） 
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10月 13日 SP•RJ「サンバ」（高学年部会合同授業 総合的な学習の時間） 
10月 11日 校内研修（高学年部会研究授業ふりかえり） 
10月 14日 教員が自宅からオンライン授業（英会話） 
  18日 SP•RJ「自動車工場見学(バーチャル体験)」（小学５年合同授業 社会） 
  19日 教員が自宅からオンライン授業（英会話） 
  20日 SP•RJ「ブラジルと日本の架け橋になろう」（中学校部会合同授業 総合的な学習
10月 11日 の時間） 
10月 11日 SP•RJ「サンバ」（高学年部会合同授業 総合的な学習の時間） 

21日 SP•RJ「ブラジルと日本の架け橋になろう」（中学校部会合同授業 総合的な学習
10月 11日 の時間） 
10月 11日 SP•RJ「サンバ」発表会（高学年部会合同授業 総合的な学習の時間） 
10月 11日 教員が自宅からオンライン授業（英会話） 

22日 11:00〜12:00 AG５ ４校合同研修会 
24日 SP•RJ「サンバ」（高学年部会合同授業 総合的な学習の時間） 

  26日 教員が自宅からオンライン授業（英会話） 
10月 11日 SP•RJ・マナウス合同授業「顔合わせ」（RJ小学３、４、５年、SP小学３年、マ 
10月 11日 ナウス小学３、５年） 
   27日 SP•RJ「ブラジルと日本の架け橋になろう」発表会（中学校部会合同授業 総合的 
10月 11日 な学習の時間）＊アスンシオン日本人学校、サンホセ日本人学校の中学部に発表 
10月 11日 教員が自宅からオンライン授業（英会話） 
 
11月 11日 運営委員会（オンライン） 
10月 11日 AG５ サンホセ、リオ研究主任打ち合わせ会（コーディネーター：JOES後藤） 
11月 14日 教員が自宅からオンライン授業（英会話） 
11月 18日 運営委員会（オンライン） 
11月 19日 教員が自宅からオンライン授業（英会話） 
11月 11日 PTA代表委員会（オンライン） 
11月 10日 AG５シェアポイントに４校研究授業についてのコメントをアップロード 
11月 16日 教員が自宅からオンライン授業（英会話） 
11月 18日 教員が自宅からオンライン授業（英会話） 
11月 23日 教員が自宅からオンライン授業（英会話） 
11月 24日 15:45〜16:45 SP•RJ合同研修会 
11月 25日 教員が自宅からオンライン授業（英会話） 
11月 26日 11:00〜12:00 AG５ ４校合同研修会 
     30日 教員が自宅からオンライン授業（英会話） 
 
12月 11日 運営委員会（オンライン） 
12月 11日 校内研修会(AG５研究に関するアンケート結果分析、来年度の遠隔教育について) 
12月 12日 教員が自宅からオンライン授業（英会話） 
12月 13日 一時帰国児童とハイブリッド（対面＋オンライン）授業、オンライン授業 
12月 16日 一時帰国児童とハイブリッド（対面＋オンライン）授業、オンライン授業 
12月 11日 一時帰国教員がオンライン授業 
12月 11日 AG５ ４校研究主任者会（コーディネーター：JOES後藤） 
12月 17日 一時帰国児童とハイブリッド（対面＋オンライン）授業、オンライン授業 
12月 11日 一時帰国教員がオンライン授業 
12月 11日 教員が自宅からオンライン授業（英会話） 
12月 11日 PTA代表委員会（オンライン） 
12月 11日 個人懇談（オンライン） 
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12月 18日 一時帰国児童とハイブリッド（対面＋オンライン）授業、オンライン授業 
12月 11日 一時帰国教員がオンライン授業 
12月 19日 一時帰国教員がオンライン授業 
12月 11日 教員が自宅からオンライン授業（英会話） 
12月 11日 リオタイム（総合的な学習）発表会（一時帰国教員がオンライン授業） 
12月 10日 終業式、転出児童送別会、職員会議（オンライン） 
12月 17日 11:00〜12:00 AG５ ４校合同研修会 
12月 24日 AG５シェアポイントに学年部会公開授業の授業の見どころ・コメント等」をアッ
12月 11日 プロード 
12月 25日 AG５シェアポイントに「RJSP高学年部会研究授業指導案」をアップロード 
12月 28日 AG５シェアポイントに「RJSP高学年部会研究授業公開用ビデオ」をアップロード 
 
1月 15日 ハイブリッド（対面＋オンライン）授業、オンライン授業 
1月 15日 職員会議(一部オンライン) 
   6日 ハイブリッド（対面＋オンライン）授業、オンライン授業 
1月 15日 一時帰国教員がオンライン授業 
   7日 ハイブリッド（対面＋オンライン）授業、オンライン授業 
1月 15日 一時帰国教員がオンライン授業 

11日 運営委員会（オンライン） 
1月 15日 教員が自宅からオンライン授業（英会話） 
     12日 教員が自宅からオンライン授業（小１算数） 
1月 15日 校内研修（AG５研究発表会自校プレゼン） 
1月 15日 AG５研究主任者会(JOES後藤、AC・SJ・SP•RJ 研究主任) 
     13日 教員が自宅からオンライン授業（英会話、小１算数） 
     17日 教員が自宅からオンライン授業（小１算数、小３・４図工） 
     18日 教員が自宅からオンライン授業（英会話） 
     19日 全員がオンライン授業 
1月 15日 校内研修（本校新 Webページの WordPressによる編集について） 
     21日 全員がオンライン授業 
1月 15日  11:00〜13:00 AG５研究発表会 
     24日 全員がオンライン授業 
1月 15日  ブラジル国内日本人学校３校合同授業 
     25日 全員がオンライン授業 
     26日 全員がオンライン授業 
     27日 全員がオンライン授業 
     28日 全員がオンライン授業 
1月 15日  職員会議（オンライン） 
     31日 ハイブリッド（対面＋オンライン）授業、オンライン授業 
 
2月 11日 ハイブリッド（対面＋オンライン）授業 
2月 11日  教員が自宅からオンライン授業（英会話） 
2月 11日  運営委員会（オンライン）   
2月 12日 ハイブリッド（対面＋オンライン）授業 
2月 13日 教員が自宅からオンライン授業（英会話） 
2月 11日  ハイブリッド（対面＋オンライン）授業  
2月 18日 PTA代表委員会（オンライン） 
2月 11日  ハイブリッド（対面＋オンライン）授業 
2月 11日  教員が自宅からオンライン授業（英会話） 
2月 1 9日 ハイブリッド（対面＋オンライン）授業 
     10日 ハイブリッド（対面＋オンライン）授業 
2月 11日  教員が自宅からオンライン授業（英会話） 
     11日 AG５研究報告書提出  
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６．今年度の成果・効果 

 
成果：遠隔教育（授業・研修）に関するプログラム開発 
    遠隔教育を実施し、成果と課題、解決策等について整理し、発表した。 
  
＜遠隔授業＞ 
 Ａ サンパウロ日本人学校との合同研究授業 

①低学年部会「ほかの町に住む友だち」RJ・SP小３ 総合的な学習の時間 
②高学年部会「ブラジルを好きになる、もっと好きになる 

～ブラジルのよさをみんなに伝えよう～」 
RJ小４・５、SP小５ 総合的な学習の時間 

③中学校部会「ブラジルと日本の架け橋になろう」 
RJ中１、SP中１・２ 総合的な学習の時間 

 
 Ｂ 他校との交流 

①リオデジャネイロ日本語モデル校 
 「Ｃ 本校の授業や行事 ③リオデジャネイロ日本語モデル校交流会」参照 
②リオデジャネイロ連邦大学 
 「Ｃ 本校の授業や行事 ③リオデジャネイロ連邦大学交流会」参照 
③ブラジル３校交流会（マナウス日本人学校、サンパウロ日本人学校、本校） 
④アグアスカリエンテス日本人学校・サンホセ日本人学校 
 

 Ｃ 本校の授業や行事 
   ①着任式、転入児童歓迎会、始業式、入学式 
   ②リオ日学ＯＧ・ＯＢ交流会 
   ③リオデジャネイロ日本語モデル校交流会 
   ④リオデジャネイロ連邦大学交流会    
 
＜遠隔研修＞ 
 Ｄ サンパウロ日本人学校との担当者会議、合同研修会、各部会での話し合い 
   ①SP•RJ合同研修会（４月、８月、１１月） 
   ②児童・生徒、教員アンケート(６月、１１月) 
 
 Ｅ AG５の４校合同研修会、研究主任者会議、研究発表会 
 
Ｆ 自校でのオンライン授業や行事についての情報交換、話し合い、研修等 

   ①遠隔授業時間割表 
②ＰＭＩＱシート 
③オンライン授業のきまり 
④アンケート（６月、１１月） 
 

＜遠隔教育環境整備＞ 
 Ｇ インターネット回線増設と校内 LAN整備 
 
 Ｈ 共有フォルダの利用 
   ①サンパウロ日本人学校等との共有フォルダ 
   ②児童生徒共有フォルダ 
 

 Ｉ 情報機器の整備と活用 
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【内容】 

＜遠隔授業＞ 

 Ａ サンパウロ日本人学校との合同研究授業 

①低学年部会「ほかの町に住む友だち」RJ・SP 小３ 総合的な学習の時間 
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・子どもたちの振り返りの発言から、児童が興味を持つのは「学校に関係する

こと」が多かった。 

 

        ◯ オンライン授業と対面授業を合わせた授業形態の難しさ 
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６．本時のポイント 

【子どもが主体的に取り組むための学習展開】 

 ○共通の目的である「ほかのまちに住む小学生となかよくなる」ことが意識できる発問を工夫する。 

 ○相手の話を聞きとり、思ったことや感じたことを表現することができるよう、発表の後に交流の時間 

 ○を設ける。 

 ○子どもたちが発表しやすいよう、端末操作を教師がサポートする。 
 

【協働を通して学びを深めるための ICTの活用】 

 ○zoomを使って、リアルタイムで交流授業を行う。 

 ○発表の提示資料をデジタル化することで、教師が異なる場所にいる児童の実態をより理解できた 

 ○り、異なる場所にいる子どもたちが同じ進度・方向性を持って授業に参加したりできるようにする。      

 
７．本時の目標 

 ○調べたことを発表する活動を通して、相手の話をよく聞いたり、様々な方法で表現したりすることが 

 ○できる。 

（知識・技能） 

 ○他校の発表を聞くことで、相手校の児童への理解を深めたり、自分の町の魅力を再発見すること 

 ○ができる。 

（思考・判断・表現） 

 
８．本時の展開（１１／１１） 

 
 

 



 17 

 

 
＜成果＞ ◯お互いの町について調べることで、自分の住む町以外のブラジルの町の様子

を知るとともに、自分が住む町との違いに気づき、自分の住む町の特徴につ

いて改めて気づいたり、もっと調べてみようという意欲が出てきた。 

 

     ◯遠隔で相手に伝わりやすく伝えようと工夫したり、相手の話をしっかりと聞

いていることを伝えることを意識するようになってきた。 

 

     ◯児童が紙に字や絵でまとめた物を直接、または写真で写したものを画面共有

し、それを見ながら発表するなど、発達段階に合った ICT の活用の仕方を工

夫できた。 
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②高学年部会「ブラジルを好きになる、もっと好きになる 

～ブラジルのよさをみんなに伝えよう～」 

RJ 小４・５、SP 小５ 総合的な学習の時間 
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＜成果＞  ◯この研究授業の前に、総合的な活動の時間や他の教科の時間で遠隔合同授業

＜成果＞  ◯を多く行ったので、両校の子どもたちがよく知り合い、話し合いを活発にす

＜成果＞  ◯ることができた。 

 

＜成果＞  ◯それぞれの町で行われるサンバカーニバルのことを中心に、３つのグループ

「踊り」「音楽」「衣装」に分かれて活動したことで、両校で比較したり、

共通点を見つけたりしながら、興味をもって両校の児童が一緒に取り組むこ

とができた。 
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     ◯インターネットだけでなく、本物の衣装や楽器を使ったり、サンバの歴史を

聞いたり、サンバダンサーの方から踊りを習ったりして、調べることができ

た。 

 

     ◯児童が、両校で撮った写真を文と一緒に１つの googlスライドにまとめた

り、両校で撮った楽器演奏のビデオを iMovieで上手に１画面に編集したりす

るなど、ICT を活用した協働ができるようになってきた。 

 

          ◯児童の話し合いを活発にしたり、自主的に活動できるように、ワークシート

を工夫し、教員が適切なアドバイスをした。 

 

        （ワークシート 表） 
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        （ワークシート 裏） 

 
 

 
 

     ◯グループで調べたりまとめたりしたことをもとに、個人でより深く追求し、

本校の「リオタイム発表会」（生活科・総合的な学習の時間の発表会）で、

全校児童生徒や保護者の前で発表することができた。 

 

       ◯相手校のインターネット接続環境に配慮しながら、どのように効果的にコミ

ュニケーションをするかについて考え、機器設定や使い方などを工夫するこ

とができた。停電時やインターネット接続環境が悪い場合でも、臨機応変に

対応できるようになった。 
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③中学校部会「ブラジルと日本の架け橋になろう」 

RJ中１、SP中１・２ 総合的な学習の時間 
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 32 
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＜成果＞ ◯この総合的な学習の時間の前に、保健体育の体育理論の学習として「オリン

ピック」について、サンパウロ日学と遠隔合同授業を行い、サンパウロ在住

の元リオデジャネイロオリンピック７人制女子ラグピー代表選手のお話を伺

ったり、オリンピックについて関心のあることを調べてまとめたり、東京２

０２０オリンピック・パラリンピックの観戦をして感想を発表したりする活

動をしてきた。このことにより、両校の生徒が知り合い、この総合的な活動

の時間においても、話し合いがスムーズにできるようになった。 

 

◯体育理論「オリンピック」での個人の活動が、総合的な学習の時間「ブラジ

ルと日本の架け橋になろう」で３つのカテゴリーに分かれての個人での活動

とそれをまとめたグループでの発表「移民が伝えた食文化」とつながった。 
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◯Googleドキュメントや Googleスライドなどで、調べたことや意見・感想な

どをまとめる活動において、フォルダを共有してお互いのまとめ方を参考に

し、グループで話し合いながら１つのファイルを共同編集して、発表用のプ

レゼンを作り、発表について意見交換をすることができた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◯そして、「リオタイム発表会」（本校の生活科・総合的な学習の時間発表

会）では、さらに個人で内容を深めて Googleスライドや作画アプリを使

い、絵本「パステウのはじまり」を作り、全校児童や保護者の前で発表をす

ることができた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◯この遠隔合同授業の経験などをもとに、他の学習においても、聞き手を意識

しながら、Googleスライドを使って調べたことをまとめて発表する活動がで

きた。 
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 Ｂ 他校との交流 

 

①リオデジャネイロ日本語モデル校 

 「Ｃ 本校の授業や行事 ③リオデジャネイロ日本語モデル校交流会」参照 

 

②リオデジャネイロ連邦大学 

 「Ｃ 本校の授業や行事 ③リオデジャネイロ連邦大学交流会」参照 

 

③ブラジル３校交流会（マナウス日学、サンパウロ日学、リオデジャネイロ日学） 

 
 

２０２１年１０月２６日 SP•RJ・マナウス合同授業「顔合わせ」（RJ小学３、４、５年、SP小

学３年、マナウス小学３、５年） 

ブラジルの３つの日本人学校の児童がオンラインでつながり、自己紹介やクイズをした。 

        「ブラジルの鳥といえば？」の問いに、それぞれの学校の児童が自信をもって答えたが、そ

れぞれ違っていて、みんな驚いていた。自分達の常識が、相手の常識ではないことに気づ

いた。 

 

④アグアスカリエンテス日本人学校・サンホセ日本人学校 

 

SP•RJ 中学校部会合同授業「ブラジルと日本の架け橋になろう」（９月１６日）の

後、発表内容を整理し、まとめて、グループで 10月 27日に、発表会を行った。その発

表会には、アグアスカリエンテス日本人学校（メキシコ）、サンホセ日本人学校（コス

タリカ）も参加し、感想を発表するなどした。 

本校の生徒は、グループ発表「移民が伝えた食文化」で、ブラジルでよく食べられる

「パステウ」は日本人が発明したという説に基づいた発表をした。 
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Ｃ 本校の授業や行事 

 

   ①着任式、転入児童歓迎会、始業式、入学式（ハイブリッド）(４月１２日) 
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②リオ日学ＯＧ・ＯＢ交流会（５月１４日） 

 
   ③リオデジャネイロ日本語モデル校交流会（５月１５日） 

 

    「リオデジャネイロ日本語モデル校」は、ブラジルの人が日本語を学ぶための学校

で、コロナ禍の前は、本校と同じ教室を土曜日に使用していた。そのため、毎年交流会

をもち、運動会や文化祭などいろいろな行事で交流していた。しかし、昨年度は、新型

コロナの影響で、リオデジャネイロ日本語モデル校の授業が全部家庭からのオンライン

授業となり、本校と一度も交流する機会がもてなかった。 

    そこで、今年度は、オンラインでの交流会をすることになった。リオデジャネイロ日

本語モデル校の生徒は、小学生から 60歳以上と幅広いことと、日本語のレベルも様々で

ある。そのため、本校児童生徒は、ポルトガル語で自己紹介を練習したり、オンライン

で楽しめる交流内容を工夫したりした。 
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当日は、リオデジャネイロ日本語モデル校の生徒約４０名と教員約１０名が交流会に

参加した。本校の保護者はオンラインでこの様子を参観した。約３時間の交流で、途中

で本校のインターネット接続が切れてしまうトラブルは合ったが、接続が復旧し、交流

を深めることができた。 

 

 
 

また、「Padlet」というオンライン掲示板を活用した。事前や当日に、自己紹介や感

想などの書き込みをした。 

 

(子どもたちの感想から) 
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教員どうしの掲示板「リオ日学・リオ日本語モデル校教員交流ボード」から 

 

（Padletで作成） 
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   ④リオデジャネイロ連邦大学交流会（９月２０日）    

 

     2019年度までは、本校児童生徒がリオデジャネイロ連邦大学を訪問して交流会をし

たり、本校の運動会や文化祭などに来ていただき交流をしていたが、昨年度は新型コロ

ナの影響で一度も交流することができなかった。 

本年度は、リオデジャネイロ連邦大学の日本語学科の学生約４０名と、４つのグルー

プに分かれて、オンラインで交流会をした。 

 

  
          音楽室                 体育館 

  
          ３年教室               １・２年教室 

 

自己紹介やクイズ、ポルトガル語の早口言葉をした。また、数年前にリオデジャネイ

ロ連邦大学の学生と本校児童生徒が作った「リオデジャネイロ音頭」を本校児童生徒が

踊り、リオデジャネイロ連邦大学の学生に教え、一緒に踊って楽しむことができた。 
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オンライン掲示板(padlet)に、みんなで感想などを書き込み交流を深めた。 
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＜遠隔研修＞ 

 

 Ｄ サンパウロ日本人学校との合同研修会、各部会での話し合い 

 

   ①SP•RJ合同研修会（４月、８月、１１月） 

    年３回、合同研修会を実施し、研究の方向性の共通理解を図り、各部会の研究授業の

報告と意見交換をした。 

 

   第１回 RJ・SP２校合同研修会（４月２３日） 
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   第２回 RJ・SP２校合同研修会（８月２５日） 
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  第３回 RJ・SP２校合同研修会（１１月２４日） 

 

 
 

②SP•RJ各部会（低学年部会、高学年部会、中学校部会） 

    各部会で教育についての情報交換をするとともに、遠隔合同授業、研究授業、交流授業

について話し合い、実践をした。 
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③児童・生徒、教員アンケート(６月、１１月) 

  サンパウロ日本人学校と相談し、児童・生徒アンケートと教員アンケートを実施し

た。遠隔教育に関わる質問を中心に、児童・生徒と教員が共通の質問項目で回答し、そ

れを集計し、考察した。 

 

 
 

 

＜本校の結果＞ 上段は６月、下段は７月の結果 

 

 
  

＊人数が少ないので、この結果を単純に見ることはできない。「よくあてはまる」「まあまあ

あてはまる」を合わせると、ほぼ良い状況である。個別に対応する必要もある。 
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 Ｅ AG５の４校合同研修会、研究主任者会議、研究発表会 

 

     ①４校合同研修会 

毎月の４校合同研修会では、JOESの後藤教育相談員のコーディネート、明治大学の

岸先生の指導により、４校（リオデジャネイロ日本人学校、サンパウロ日本人学校、サ

ンホセ日本人学校、アグアスカリエンテス日本人学校）の教員が、本年度は遠隔合同授

業の４つのパターンについての意見交換や研究のまとめ方などについて研修し、遠隔合

同授業「知恵の蔵」（パタンランゲージ）や研究授業についての映像、研究発表会、研

究報告書などの実践成果を webページにまとめるための活動などをした。 

 

  ②研究委主任者会議 

    研究発表会（2022年 1 月 21日）に向け、AG５全体や研究連携協力校のペア、各校の

研究をまとめたプレゼン内容や発表会のやり方などについて、JOESの後藤さんのコーデ

ィネートで、各校の研究主任が 12月と１月に話し合った。 

 

  ③研究発表会（2022年１月 21日） 

 

  （１）AG５テーマ６全体の研究発表 

    ４校で 2019年度より取り組んだ、AG５テーマ６「ICT を活用した遠隔での教育の質向

上のためのプログラム開発」について発表した。 

 

   （AG５テーマ６に関する研究発表プレゼン資料） 

 

 
 

１ 
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（２）リオデジャネイロ日本人学校・サンパウロ日本人学校の共同研究発表 

 

    ２校で 2019年度より研究連携協力校としての AG５テーマ６「ICT を活用した遠隔での

教育の質向上のためのプログラム開発」の研究実践に取り組み、2020年度より共同研究

主題「多様性を受け入れ、柔軟で豊かなコミュニケーション力をもち、協働できる子ど

もの育成」について、低学年部会、高学年部会、中学校部会で取り組んだことについて

発表した。 

 

   （RJ・SP共同研究発表プレゼン資料） 
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  （３）本校（リオデジャネイロ日本人学校）の研究発表 

 

    本校で 2019年度より取り組んだ、AG５テーマ６「ICT を活用した遠隔での教育の質向

上のためのプログラム開発」、サンパウロ日本人学校との共同研究主題「多様性を受け

入れ、柔軟で豊かなコミュニケーション力をもち、協働できる子どもの育成」について

の研究実践、本校での遠隔教育についての取り組みを発表した。 

 

   （本校の研究実践に関する発表プレゼン資料） 
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Ｆ 自校でのオンライン授業や行事についての情報交換、話し合い、研修等 

 

   ①遠隔授業時間割表 

         本校は、教科担任制で、zoomの切り替えが頻繁に必要である。そこで、遠隔授業に

接続しやすくするために、エクセルの各セルに zoom授業へのリンクを貼り付け、クリ

ックするだけで接続できるようにした。 

 

    （遠隔時間割表 全体 A週 ４月１２日〜） 

 
 

 

（遠隔時間割表 小学１年 A週・B週 ４月１２日〜 ） 
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②ＰＭＩＱシート 

 

  遠隔教育についての情報を共有するために、PMIQシートを Googleスプレッドシート

で作成した。PMIQシートは、Plus(良い・分かったこと)、Minus（課題）、Interest

（面白い)、Question（問い）を遠隔教育の前後に教員が書き込み、他の教員がそれを

読んだり、意見や追加情報を書き込んだりする共有ファイルである。週ごとに１つのシ

ートになっている。 

 

 
 

 
 

 遠隔教育の経験が少なく、自信がない状態だった。遠隔教育をしていく中で、経験から得た

情報や知識を共有し、積み重ねていった。そうすることで、お互いに助け合い、やり方がわか

らないことに対しての不安が軽減され、少しずつ自信を持って行動できるようになってきた。 
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③オンライン授業のきまり「リオ日学 授業のルール８か条」（遠隔授業編） 

 

遠隔授業では、通常の対面授業とは違う授業のルールが必要である。学校では当たり

前のことが、家庭でオンラインで授業を受けるときには、当たり前でなくなるときがあ

ります。また、保護者の方などの協力も欠かせない。 

そこで、学校内外と ICT を活用して遠隔授業をするときの決まりを、「みんなで守ろ

う“リオ日学 授業のルール８か条」（遠隔授業編）としてまとめ、児童生徒全員で内

容を確認し、指導するとともに、家庭でも協力していただけるようにした。オンライン

授業では特に、準備をしてスムーズに接続すること、正しい姿勢で授業を受けること、

しっかり聞く話すこと、積極的に授業に参加すること、大切なことはノートに書くこ

と、授業に集中することが重要である。 

 

 
 この授業のルールをみんなで確認して守ることで、できるだけ授業の最初から最後まできち

んとオンライン授業に接続して、画面の前で集中して取り組む姿勢が見られた。 
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＜遠隔教育環境整備＞ 

 

 Ｇ インターネット回線増設と校内 LAN整備 

    2019年度に遠隔授業を始めた当初は、インターネット回線がとても不安定で、各教室

での利用が難しいことも多かった。2019年度、2020年度にも、WiFiの接続ポイントを

増やしたり、使い方を工夫したりしてきたが、やはりインターネット接続が不安定であ

った。 

    そこで、インターネット接続がうまくいくように、専門業者とも相談し、インターネ

ット接続で問題となっているボトルネックを解消するように、遠隔教育環境整備を図っ

た。 

 

 ① インターネット回線の増設 

    いろいろな対策を検討する中で、一番の問題は、情報インフラの基幹であるインター

ネット回線（インターネット接続速度と月間許容量）であった。 

 

    回線増設前に、以前から契約していた２４０Mbps（上りのベストエフォート）の契約

回線の方は、遠隔授業を同時に複数行なうことが多く、事務用回線とも共用していたた

めに、情報のトラフィックがとても多くなり負荷が高くなっていた。そのため、遠隔授

業や研修が最初からつながらなかったり、途中で切れたり、映像や音声が途切れたりす

ることも多かった。また、１ヶ月間の回線使用量が制限を超えると急に遅くなり、実用

的ではなかった。 

 

    このため、職員室に別のインターネット回線を増設することにした。これは、３００

Mbps（上りのベストエフォート）の契約で、１ヶ月間の使用制限量にも余裕があった。

こちらの回線で、職員室での教員の作業や各普通教室での遠隔授業や共有サーバーへの

接続などのインターネット接続をすることにした。 

    既存の２４０Mbpsの回線もそのまま契約を続け、こちらはの回線は、事務室と体育

館、音楽室、校長室、理科・技術室のインターネット接続をまかなうことにした。 

 

 ② 校内 LAN（ローカル・エリア・ネットワーク）の整備 

    ①のインターネット回線の増設に伴い、校内 LANの配線ケーブルをカテゴリー５から

カテゴリー６に変えた。 

（カテゴリー５は、通信速度 100Mbpsまで、伝送帯域（一度に伝達できる情報量）が

100MHzである。カテゴリー６は、通信速度１Gbps（100Mbpsの約 1000倍）まで、伝

送帯域が 250MHz（カテゴリー５の約 2.5倍）である。） 

また、ルーターと WiFiアクセスポイントの数を増やし、高性能なものに変えた。これ

により、職員室、各普通教室、事務室、体育館、校長室、音楽室、理科・技術室などで

安定して高速なインターネット接続が可能となった。 

そして、ルーターと WiFiアクセスポイントのネットワーク設定で、ネットワーク名と

パスワードを学校内で全て同じにすることで、シームレスな接続が可能となった。 

 

 ③ 接続端末の高性能化 

    ①のインターネット回線増設や②の校内 LANの整備とともに、安定したインターネッ

ト接続のためには、接続端末の高性能化が必要であった。 
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    2019、2020年度には、学校の古いノートパソコンや教師個人のノートパソコンを遠隔

教育に使用することが多かった。インターネット接続の状況は、接続端末の性能にも大

きく影響を受けるため、やはり不安定なことがあった。児童生徒は新しい iPadやノート

パソコンで、教員は学校で購入した新しいノートパソコンで、遠隔教育を実施すること

で、より快適にインターネット接続ができるようになった。 

 

  このように、①インターネット回線の増設、②校内 LANの整備、③接続端末の高性能化に

より、ボトルネックがなくなり、快適にインターネット接続ができ、遠隔教育が効率的に行

えるようになった。 

 

 Ｈ 共有フォルダの利用 

  ①サンパウロ日本人学校等との共有フォルダ 

    サンパウロ日本人学校と連携協力して研究を進めるにあたり、両校でファイルの読み

書きが共有できるようにする必要があった。 

    そこで、本校で 2018年度の途中から使っている「Google Workspace for Education 

fandamental ( 旧 G Suite for Education)」の共有サーバーに、「高度グローバル人材

育成拠点事業」というフォルダを作り、リオデジャネイロ日本人学校とサンパウロ日本

人学校の教員全員がファイルを読み書きできるように共有設定をした。 

    低学年部会、高学年部会、中学年部会、合同研修会などのフォルダをその中に作り、

各部会の研究授業や合同授業等の計画や実践に関わる資料や授業記録ビデオなどのファ

イルを共有した。 

    このことにより、メールで送るには大きいファイルはリンクを送ったり、メール添付

では探しにくいファイルも整理でき、アクセスしやすしやすかった。 

 

   ②児童生徒共有フォルダ 

    遠隔授業では、共同作業がしやすい Googleドキュメント、Googleスライドなどを多

く用いた。本校児童生徒は、児童生徒に共通の googleアカウントでログインすることに

より、どの端末でもこれらの児童生徒共有フォルダにアクセスすることができ、一つの

ファイルを同時に編集することも可能であった。 

    サンパウロ日本人学校の児童生徒と共同編集を行いたいときには、ファイルやフォル

ダに共有設定をして使用した。 

    また、各端末に保管したファイルを児童生徒共有フォルダにアップロードすること

で、教員も管理しやすく、他の児童生徒も扱えるようになった。iPadで作成したものを

ノートパソコンで編集するなどの作業もやりやすかった。メールではやり取りできない

大きなビデオファイルなども、児童生徒共有フォルダを使い、編集することができた。 

    教員が児童生徒に扱わせたいファイルを児童生徒共有フォルダに入れることで、どの

児童生徒もすぐにアクセスすることができた。 
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 Ｉ 情報機器の整備と活用 

 

   本校では、ネットワーク関連機器だけでなく、ICT 機器をどう活用して遠隔教育をする

かについて、いろいろな試行錯誤をして改善を図った。 

      今年度は、ノート PC、iPad、iPadスタンド、広角度 webカメラ、高解像度 webカメラ、

三脚、会議用マイク・スピーカーシステム、液晶テレビ等を特に活用した。 

   また、インターネット接続環境の改善を図ったため、１つの教室で複数台の端末を遠隔

授業に接続して使うことも多かった。 

 

   昨年度の報告書に載せた内容をどう改善すれば、もっと遠隔教育がしやすくなるかにつ

いて考え、改善・実践した。（①〜⑧）また、最後に最近の授業で使った教室レイアウト

例を⑨に、リアルタイムではない遠隔合同授業について⑩に挙げる。 

 

①入学式 

（2020年度） 

  新型コロナ対策のため、新入生と保護者のみ来校して、リオデジャネイロにいる教員が式

の運営をした。入学式は、インターネットがつながりやすい職員室の下の普通教室で行っ

た。新派遣教員（校長と教諭１名）は日本からオンラインでの参加、在校生と保護者もブラ

ジルからオンラインでの参加であった。 

 

  ＜配置図＞ 

 

 
 

（2021年度） 

  着任式、始業式、転入生歓迎会、入学式を、2020年度にインターネット環境を整備した体

育館で行った。リオデジャネイロにいる在校生と新入生、その保護者、教職員は来校して式

に参加した。新派遣教員（３名）とその家族（新入生、転入生と保護者）は、オンラインで

参加した。 

  新派遣教員（３名）と新入生（１名）はノートパソコンに接続した液晶プロジェクタ（２

台）にそれぞれ映した。また、会場全体を写すノートパソコンを別に設置した。 

   

  ＜課題と対策＞ 

  ・ノートパソコンのカメラで会場を写すと、低い位置になったり、角度を変えづらく、写

せる角度が狭い。→三脚に取り付けた webカメラで写すと、高い位置から広角度で撮影

できる。（入学式の時には webカメラがなかったが、後日購入し、他の行事等で使用す

ると、とても便利であった。） 
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  ・式典等で話している人の顔が見えにくい。 

   →会場全体を写す webカメラに接続したノートパソコン以外に、話す人の前にノートパ

ソコンを置き、人の顔が正面に大きく写る位置に角度などを調節する。それにマイク・

スピーカーシステムを接続しておくと、話す人の顔がよく見え、声もよく聞こえる。複

数台のノートパソコンと webカメラ、マイク・スピーカーシステム、液晶テレビの配置

を工夫することが必要である。 

 

  ・記念写真にオンラインで参加している人も入れたい。 

   →液晶テレビを複数台写真を撮る位置にセットすることで、その場にいる人とと一緒に

撮影できた。 

  

 

②オンライン授業（全員が１人１台の端末で各家庭から接続） 

（2020年度） 

  ＜配置図＞ 

 
◇通信が切れた場合は、電話や SNSで保護者と連絡を取り合い、様子を聞いた。 

◇動画など回線に負荷のかかるコンテンツは授業後に宿題などで各自で見るようにした。 

◇ヘッドフォンやマイクを使用して、他の人の声などがじゃまにならないようにした。 

 

（2021年度） 

＜課題と対策＞ 

・2020年度と同じ課題については、同様の対策をとり、保護者にも協力をお願いした。 

 

・各家庭で接続する端末の種類が違うと、操作のやり方が違うので指導しづらい。 

・各家庭で遠隔授業に接続できなかったり、接続が切れてしまったり、映像が途切れてし

まったりする。それが、家庭のインターネット接続回線の問題か、端末の問題か分かり

にくい。 

・授業で使用するアプリやファイルが入っていなかったり、共有フォルダにアクセスでき

なかったりする。 

→学校で普段使用している個人に割り当てられた iPadを貸し出す。これで、上記の問題の

ほとんどが解決した。貸し出す際に、丁寧に扱うことはもちろん、学校の学習のために

だけ使うことなどを保護者や児童生徒に確認した。 
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③オンライン授業（対面授業と１家庭を接続） 

児童生徒が、一時帰国や自粛期間で自宅にいる場合など 

 

（2020年度） 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

     ・対面授業の教室のみんなの声がノートパソコンのマイクでは入りにくい。 

＜課題と対策＞ 

 ・教室にいる児童生徒の声が家庭にいる児童生徒に届きにくい。 

  ・教室にいる児童生徒が個別に端末を持って、遠隔授業に参加すると、インターネット接

続が切れたり、ハウリングが起こる。 

  →コミュニケーションマイク・スピーカーを接続すると、みんなの声が入りやすく、家庭

から接続している児童の声が聞こえやすかった。 

 

（2021年度） 

  ・2020年度と同様の課題について 

  →インターネット接続環境が改善されたため、教室にいる児童が個別の端末で遠隔授業に 

参加しても、接続が切れることはなくなった。ハウリングを起こさないようにするに

は、教室いる児童生徒は遠隔授業に参加する時に「オーディオ接続」しないで、マイ

ク・スピーカーシステムにつながった端末（教員用ノートパソコン等）のみ「オーディ

オ接続」するとよい。ただし、マイク・スピーカーシステムにつながったパソコンの遠

隔会議アプリのマイクがマイク・スピーカーシステムに切り替わっているかの確認が必

要である。USB接続しただけでは内蔵マイクが作動している場合もある。 

 

    ・家庭にいる児童には、先生と黒板が映っている画面が届いているが、他の児童生徒の様

子は分かりにくい。 

  →1人ずつの顔がはっきり分かるには、教室にいる児童生徒が個別に iPadで接続すること

が必要である。また、教室全体の様子が家庭にいる児童生徒に分かるようにするには、

三脚に固定した webカメラ（できれば広角度のもの）をパソコンに USB接続して、教室

の様子を斜め後ろまたは、斜め前から写すことが有効である。 
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④オンライン授業（教室にいる児童と教員を接続） 

教員が、一時帰国で日本にいたり、自粛期間で自宅にいる場合など 

 

（2020年度） 

  ＜配置図＞ 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ＜課題と対策＞ 

・児童全員の様子が見えにくい。 

    →教室の PCの方向と角度の調節と、児童の席の配置を工夫する。 

     先生に見せるときは、PCの前に出てくる。 

・児童の声が聞こえにくい。 

    →コミュニケーションマイク・スピーカーを接続すると児童の声が聞こえやすくなった。 

・児童の作業の様子が把握できない。 

    →教室の児童が各自で iPadをもち、zoomに接続する。オーディオは使用しない。 

 

(2021年度) 

  ＜課題と対策＞ 

   ・2020年度と同様の課題があった。 

     →児童全員の様子を写すには、ノートパソコンのカメラではなく、広角度の webカメラを

三脚に取り付け、ノートパソコンにつなぐことが有効である。高い位置から、広範囲を

写すことで、教室の児童の様子がより分かりやすかった。 

→児童の iPadはオーディオ接続せず、教員用 PCにマイク・スピーカーシステムをつなぎ

オーディオ接続することでハウリングが起きない。対面授業の児童の声が聞こえにくい

場合は、マイク・スピーカーシステムに近づいて発表するようにした。 

→児童各自が iPadを持つと、教師からの資料提示（画面共有）が見やすい。また、児童

が Googleドキュメントや Googleスライドなどの作業を共有できるアプリやホワイトボ

ード機能やチャットを使うことで、教員とのコミュニケーションがしやすくなった。 
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⑤オンライン授業（３つ以上の教室を接続）遠隔合同授業でのグループワークなど 

  

（2020年度） 

   ＜配置図＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ＜課題と対策＞ 

   ・教室や廊下に声が響き、ハウリングしやすい。（新型コロナ対策のため、ドアは開け

ている。） 

   →できるだけ離れた教室を使用する。 

   →マイクに近づき、少し小さめの声で話す。 

   →オーディオは使用せず、聞こえる程度の声で話す。 

 

(2021年度) 

   ・2020年度と同じ課題について 

   →2020年度はインターネット回線の整備が不十分で、各教室１台の端末で遠隔授業に接

続していたが、2021年度は体育館や理科室、音楽室等の特別教室も使えるし、普通教

室のインターネット接続環境も改善されたため、グループに別れる時は、できるだけ

離れた教室を使用し、一つの教室で個別に接続することができた。 

 

   ・一斉に全員が zoomのブレイクアウトルームを３〜５のグループに分かれるときに、グ

ループ分けに時間がかる。 

   →複数の教員が担当する授業では、有料アカウントのホストで授業を開始した教員が、

他の教員を「共同ホスト」にすることで、グループ分けを複数人ですることができ

る。教員の人数に余裕がある場合は、授業の進行役ではない教員がグループ活動の前

に割り振っておき、グループ活動の開始と同時にルームに入らせることができた。 

   →事前に各自が何グループかを割り振って知らせておき、各自が任意のグループに参加

できるように設定しておく。こうすると、自分でそのグループに入ることができ、間

違ってもグループを退出して、正しいグループに入り直すことができた。 
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 ⑥SP•RJ 低学年部会合同授業（対面授業とオンライン授業を接続） 

（2020年度） 

  ＜配置図＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ＜課題と対策＞ 

   ・児童発表用に iPadを１台、zoomに接続しようと考えたが、ハウリングしたためでき

なかった。 

   →教室の前のノートパソコンのところまでいって、児童が発表した。 

 １人１台の iPadを机に用意できるように工夫したい。 

    ・マスクをつけているので、声が聞こえにくく、表情が分かりづらい。 

 

（2021年度） 

   ＜課題と対策＞ 

   →児童発表用に iPadを 1人１台、オーディオなしで接続し、発表の声はマイク・スピー

カーシステムをつなぐことができた。発表する時には、自分の iPadの画面を共有して

みんなに見せることができた。 

   →マスクをつけていることで声が聞こえにくく表情は分かりにくいが、大きめの声で発

表したり、画面や手描きの絵や字を相手に見せたり、表情や動作で表現したりして、

相手にどう伝わるかを考えたコミュニケーションの仕方を工夫できた。 

 

 ⑦SP•RJ 高学年部会合同授業 

（2020年度）（４つの教室とオンライン授業を接続） 

  ＜配置図＞ 
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  ＜課題と対策＞ 

   ・１人１台の iPadを使いたかったが、インターネット回線状況が悪く、つながらなかっ

たり、途中で接続が切れたりすることがあった。 

   →できるだけ、インターネット回線の負荷を下げるために、１教室１台だけを zoomに接

続した。 

・多くの iPadや PCを１つの教室で zoomに接続すると、ハウリングを起こしやすい。 

   →教室で１台だけは、オーディオを接続し、他はオーディオ接続しないようにすると、 

ハウリングはあまり起こらなかった。 

 

（2021年度）(本校の３つの教室とサンパウロ日学の教室を接続） 

    →本校は、2021年度にインターネット回線を増設し、WiFiのアクセスポイントを高性能 

なものに変えて増設し、ルーターとスイッチングハブを高性能なものに換え、LANケ 

ーブルをカテゴリー６にしたことで、児童全員が１人１台の iPadで接続するとともに 

教員用 PCを接続することができた。 

   →体育館や音楽室でもインターネット接続できるようになったので、できるだけ他のグ 

ループの声の影響が少ないように離れた教室を使用できた。 

 

・相手校のインターネット回線がよく切れたり、つながらなかったりした。 

    →相手校のインターネット回線の負荷を下げるために、本校は１教室１端末での接続に 

した。それでもつながりにくいこともあった。 

 

・サンパウロ日学にサンバダンサーの方を迎えて、音楽室で液晶プロジェクターを使っ 

て授業をしようとしたが、急に停電で使えなくなってしまった。インターネットに接

続もできなくなってしまった。 

   →スマートフォンのテザリングを利用してノートパソコンをインターネットに接続し、 

相手校とつなぐことができた。小さいモニターを見ながら、サンバダンサーの方の話 

を聞いたり踊りを見たりすることができた。 

 

⑧SP•RJ 中学校部会合同授業（本校の１教室とサンパウロの中学教室２つを接続） 

（2021年度） 

      
 

 ＜課題と対策＞ 

   ・相手校の教室の声が聞き取りにくい。教室の様子や発表者が見えにくい。 

   →生徒が iPadで共有された資料を見たり、作業をしていると、相手校の様子が分からな 

いので、相手校の様子を映す液晶テレビを準備した。そうすることで、資料提示や作

業中も様子を見ることができた。 
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⑨最近、遠隔授業に使った機器のレイアウト 

 

  ◯広角度カメラで児童生徒の様子を斜め後ろから写す場合と教員の横など斜め前から児童

生徒の顔を写す場合がある。斜め前から写すことで、児童生徒の表情や作業の様子がよ

く分かる。 

  ◯液晶テレビに、相手校の教室の様子を映しておくとよく分かる。 

  ◯児童生徒は、１人１台の端末でオーディオなしでビデオ接続する。 

  ◯教員用パソコンにマイク・スピーカーシステムを接続し、遠隔授業にオーディオ接続す

ることで、教室の音を拾い、ハウリングなく大きな音で再生することができる。 

  ◯教員は、スタンドにセットした iPad を USB接続し、手元の資料を写したり、Apple 

Pencilでノートのように書き込んだり、iPadのアプリの画面を映したりしたものを画面

共有で、児童生徒の端末に表示することができる。 

  ◯教員用パソコンに拡張ディスプレイとして液晶ディスプレイを HDMIで接続して使うこと

ができる。たくさんの参加者いる時の管理や人を表示する以外の資料を提示しておくこ

ともできる。 

  ◯教員用パソコンにも webカメラを取り付けることで、より鮮明な画像で写したり、パソ

コンの角度を変えずにカメラの角度を変えることもできる。 

   

 
 

  ◯このように ICT 機器を設置した教室を３〜５つ使って、それぞれのグループでの活動を

したり、一斉指導をしたりすることもできた。 

  ◯遠隔授業を続けていく中で、教員も児童生徒も準備や片付けに慣れ、トラブルが減り、

有効な使い方の工夫が見られるようになってきた。 

 

⑩同時遠隔授業以外の遠隔合同授業 

リアルタイムでつながるだけでな

く、ファイルを送り、アンケートに

答えてもらったり、発表を見たり聞

いたりしてもらい、意見や感想をも

らうなどの実践も増えてきた。 
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７．まとめ 

 本年度は、AG５（高度グローバル人材育成拠点事業）のテーマ６「ICT を活用した遠隔での

教育の質向上のためのプログラム開発」についての研究の最終年度となり、遠隔教育の研究実

践を続けていくことと共に、今までの研究をまとめることや発表することに重点をおいた。 

 昨年度末の課題としていた「子どもも教員も、もっと人間関係づくりが必要である」「相手

に言う側の体験はできたが、みんなの話をまとめる側の体験は不十分である」「合同授業での

活動が、調べて、まとめて、発表する活動で終わっている」「協働する場面づくりが不十分で

はないか」などについては、今年度は４月からサンパウロ日本人学校と合同研修会を開き、低

学年部会、高学年部会、中学校部会で話し合い、遠隔合同授業を計画的に多くの回数取り組む

ことができたため、両校の子どもたちが親しくなり、話し合いが活発にでき、協働する活動に

も取り組むことができた。 

 AG５事務局や研究チームのサポートにより、３年間の研究成果を AG５の webページや研究発

表会、遠隔合同授業「知恵の蔵」（パターンランゲージ）、報告書、研究冊子などにまとめる

ことができた。 

 

８．次年度の計画 

 ３年間の研究実践の成果を土台に、遠隔合同授業を継続して日常的に実施していきたい。サ

ンパウロ日本人学校だけでなく、マナウス日本人学校など他の日本人学校にも広げていきた

い。また、日本の小中学校などとも交流をしていきたい。また、お互いに話し合う内容や協働

する活動を、子どもたちが考え実行できるように、環境を整え指導していきたい。 

 

 ・サンパウロ日本人学校との遠隔合同授業 

 ・マナウス日本人学校との遠隔合同授業 

 ・リオデジャネイロ日本語モデル校との交流会 

 ・リオデジャネイロ連邦大学との交流会 

 

９．所感 

今年度は、２０１９年度から始まった ICTを活用した遠隔教育に関する研究の最終年度であ

り、３年間を振り返ることが多かった。 

２０１９年度の当初に、校長と研究主任がサンパウロ日本人学校に行って、研究について話

し合った。本校は「プログラミング教育」を、サンパウロ日学は「道徳教育」を中心にして、

それを擦り合わせながら、遠隔教育（遠隔授業、遠隔研修）に取り組むことになった。３年目

までの計画は立てたものの、どのように進んでいったらよいかわからないことだらけだった。

「遠隔教育って何？」から始まり、とりあえず職員室を遠隔でつないでみると、いろいろな課

題が見つかり、どうしようか話し合ったり、４校合同研修で教えてもらったりしながら、研究

を進めていった。その年には、プログラミング教育についての合同教員研修や、中学生と小学

５年生のプログラミング合同授業を何回か行った。また、道徳教育の合同研究授業を行った。

本校児童生徒全員が総合的な学習の時間に取り組んだ「リオデジャネイロ３択クイズ」をサン

パウロ日学の小学５年生に見てもらってコメントをもらい、改善をして発表するなどの交流も

した。 

２０２０年度の前半は、コロナ禍のため、本校では全員がオンライン授業だった。これは、

前年度の研究が活かされた。また、たくさんの遠隔授業を行ったことで、多くの課題に直面

し、それを解決していく中で、遠隔授業についての様々なノウハウを蓄積することができた。

また、２学期にサンパウロ日学と合同研究主題「多様性を受け入れ、柔軟で豊かなコミュニケ

ーション力をもち、協働できる子どもの育成」を設定し、３つの部会で研究授業を行うことが

できた。 
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そして、２０２１年度は、４月からサンパウロ日学と３つの部会で取り組み、研究授業だけ

でなく多くの遠隔合同授業を行うことができた。学校行事や日頃の授業においてもオンライン

でつながることが多くなり、遠隔授業が日常化してきた。 

 子どもたちも ICT機器を使いこなし、遠隔で他の人とつながることに慣れるとともに、日頃

の授業においても、相手の立場に立って考えたり、一緒に活動することについて考えたりする

ようになってきた。 

 日本でも、世界でも、このコロナ禍の影響で、一気に遠隔で他の人とつながり、話し合い、

一緒に活動することが増えてきた。距離や時間の壁を超えて、しっかりと足を地につけながら

も、世界のこと、地球のことに目をむけ、行動できる「高度グローバル人材」の育成が求めら

れている。そのために、ICTを活用した遠隔教育をこれからも進めていきたい。 

また、教員自身も、遠隔教育について、研究を拡げ深めて、高度グローバル人材として他か

ら求められ、子どもたちと一緒に活動できるようになっていきたい。それが、これからの日本

人学校に求められるところではないだろうか。 

この３年間の研究を支えていただいた AG５事務局、研究チーム、研究協力校の皆さん、そして

とても頑張って意欲的に取り組んでくれた子どもたちに感謝するとともに、この研究の成果が

少しでも他校の取り組みの参考になることを願っている。 

 来年度からも、遠隔教育を「続け」「拡げ」「深め」ていきたい。 

 

 


